
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月６日（水）毎日新聞 

夕刊一面より。 

そして、進路指導通信 89 号を 

読み直して欲しい。 

ポイントは「好奇心」 

裏面参照 

  夢と勇気と優しさと 2021・10・18（月）Vol.103 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

     堺市立殿馬場中学校 第７３期生 第 3学年進路指導通信 
 

またまた突然ですが、今週はノーベル賞にまつわる特集を① 



 

進路指導通信 2021・09・28（火）Vol.089 より 
 

◆君達15歳！自由と可能性をもっている。だからこそ逆に自分の未来に対して不安と戸惑いがあるのかもしれない。

（昔は職業選択の自由はなかったからね）「13 歳のハローワーク」という本にこう書かれていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆確かに、大人になって、何らかの仕事で生活の糧を得なければなりません。 

また、ある意味大人は（特に日本では）、自分の職業・仕事を通じて世界を見たり、物事を感じたり、考えたり、

対処したりしている。 

 

◆つまり、職業・仕事が「世の中＝世間」とつながる「入り口」になっている。 

僕なら美術に好奇心があった。そして今、「美術教師という職業」に就き、その職業を通して世間を見ている。 

 

◆保育士なら子どもに好奇心を持ち、保育士という立場で世間とつながっているということになる。看護師なら看

護師の立場で、ｻﾗﾘｰﾏﾝならその会社の立場で・・・ 

だから、職業・仕事（興味関心・適正能力＝好奇心）について考えなければならない。 

 

さぁ自分の好奇心でもって、これから先の自分を考えてください、 

しっかりと自分を見つめてね。 

◆でもでも 

「まだまだ、先の事は考えられないよぉ」「自分が何に向いているのかわからないよぉ」という声も理解できる。確

かに、先のことは神様しかわからない。 

 

でもなるべく早く、自分の好きな学問やスポーツ、技術、職業などを選べることができれば（どんな関係の仕事

がしたいのかという方向性だけでも）、それだけアドバンテージ（有利性）が生まれてくると僕も思うからネ。 

 

考えられない、わからない、何とかなるさ、今が楽しければ・・・ 

それでは、未来は切り開けないで！！ 

なりゆきまかせの客体から 

自分の歴史をつくる主体に自分を変えろ！！ 

 

◆まだまだ将来の目標となる職業（夢）がない生徒も多いいだろう。でも努力（学習）することを地道に続けるこ

とには変わりない。その努力の向こうに新しい世界が見えてくる!! 

 

◆明日は、2015 年にノーベル生理学・医学賞を受賞された大村智（おおむらさとし）博士の話題を・・・ 

  

この世の中には二種類の人間（大人）しかいない。 

それは「偉い人と普通の人」でもなく「金持ちと貧乏人」でもなく 

「悪い人と良い人」でもなく「利口な人とバカな人」でもない。 

それは「自分の好きな仕事、自分に向いている職業で 

生活の糧を得ている人と、そうでない人」だ。 

 

そして、自分の興味・関心・適正・能力が、 

何に向いているかを考えるとき 

「自分の好奇心」がポイントになる。 

さらにその好奇心を失うと、 

世の中（世界）を知ろうとするエネルギーも失ってしまう。・・・・・と 


